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は し が き

本 報 告 書 は 、 日 本 学 術 振 興 会 に よ る 表 記 の 科 学 研 究 費

補 助 金 を 主 と し た 研 究 費 を 使 用 し て 行 わ れ た 研 究 の 結

果 を ま と め た も の で あ る 。 表 題 に 直 接 関 連 す る 冬 眠 動

物 の 生 理 学 研 究 報 告 の ほ か 、 当 該 年 度 内 に 行 わ れ た 、

二 酸 化 炭 素 の 経 皮 的 滲 入 に よ り 生 ず る 生 体 反 応 と そ の

作 用 メ カ ニ ズ ム の 解 析 に 関 す る 研 究 、 人 の 温 熱 耐 性 に

関 す る 調 査 研 究 の 成 果 に つ い て も 添 付 し た 。

研 究 組 織

研究 代 表者

橋本 眞明

旭 川医科大学 医学部医学科 生理学講座 自律機能分野 准教授

支 援研 究 者

PeterGrahamOsborne

旭川医科大学 医学部医学科 生理学講座 自律機能分野

研究協力者

山本憲志
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北尾直也

旭川医科大学大学院医学研究科 生理学講座 自律機能分野 大学院生

交 付 決 定 額(配 分 額) (金 額 単 位:千 円)

直接経費 間接経費 合計

平成18年 度 7,500 2,250 9,750

平成19年 度 7,100 2,130 9,230

総 計 14,600 4,380 18,980
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機 能,第46回 日本 生 気 象 学 会 大 会(名 古 屋 市,2007年11月24-25日),日 本 生 気

象 学 会 雑 誌44(3):S70.
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能 性,第12回 人 工 炭 酸 泉 研 究 会(東 京,2007年11月30日)抄 録 集.
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あ と が き

数℃ の体温で も脳が機能 し、冬眠行動 も脳 による制御 を受 けて いる ことを示す証

拠は多 いけれ ども、そのメカニズムの解 析は進 んで いない。本研究 では、 これ ま

で に完成 された体温 に依存せず微量物質 の測定が可能な システム と、核磁気共鳴

法 を用 いた解析 によ り冬眠中の動物脳か らの試料 を採取 し、冬眠 に伴 う脳活動の

指標 とな る物質の経時的計測 を行な った。そ の結果 、冬眠に伴 う脳内エネルギー

代謝の変化 と酸化 ス トレスへの対処機構が明 らか とな り、冬 眠中には神経細胞 と

神経膠細胞 間の相互作用が制限されている証拠 も得 た。これ らの変化が冬 眠行動

の結果か、冬眠準備段階での変化かを明 らか にする ことが今後 の課題 とな る。今

後 もさらなる研 究の展開を計 りたい。学術振興会は もとよ り、研究 をご支援 いた

だいた国民各位 に深謝する。
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